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火力発電所の高効率化火力発電所の高効率化

火力発電所の熱効率向上は、化石燃料の節約につながり、CO２排出量を抑制することが出来る。

堺港発電所

姫路第二発電所

設備概要 熱効率 CO２排出係数

200万kW
1500℃級コンバインドサイクル
2009年4月運転開始予定

291.9万kW
1600℃級コンバインドサイクル
2013年10月運転開始予定

41 → 58％
0.51 → 0.36

kg-CO2/kWh

42 → 60％
0.470 → 0.327

kg-CO2/kWh

約３割

低 減

姫路第二発電所（完成予想図）

世界最高水準
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石炭火力発電とバイオマス混焼石炭火力発電とバイオマス混焼

○石炭火力発電は、エネルギーセキュリティおよび経済性の観点から、重要な技術。

○石炭火力の舞鶴発電所では、2008年度よりバイオマス燃料である木質ペレットを燃料とした
発電（石炭との混焼）を開始。これにより石炭の消費が抑制され、年間約９万トンのCO２

抑制効果が期待できる。
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水力発電の維持・拡大水力発電の維持・拡大

*河川維持流量：
ダム下流の景観の保全等、
河川環境の維持のために
放流する必要流量

発電出力 発電電力量 運転開始予定

大桑野尻発電所 ４８０ｋW 約３５０万ｋWh／年 平成23年6月

新黒薙第二発電所（仮称） １９００ｋW 約１２００万ｋWh／年 平成24年12月

大桑野尻発電所の例

*
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新エネルギーの導入計画新エネルギーの導入計画

堺第7-3区太陽光発電所（仮称）

事業者

設置場所

発電出力

工期

CO2削減効果

：関電エネルギー開発㈱

：兵庫県淡路市の北部

：24,000kW（2,000kW×12基）

：平成22年度末竣工予定

：約14,000ｔ/年

：関西電力㈱

：堺第7-3区産業廃棄物埋立処分場

：約10MW

：平成21年度着工

平成23年度運転開始予定

：約4,000t/年

事業者

設置場所

発電出力

工期

CO2削減効果

淡路風力発電所

（最終完成予想図）
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太陽光発電の大量導入に伴う技術的課題太陽光発電の大量導入に伴う技術的課題

主な課題 対策

①

電 圧

【配電線の電圧上昇抑制】

配電線の電圧が上昇
配電網の強化

【予想精度の確立】

太陽光発電量をどう予測するか
太陽光の出力予想ｼｽﾃﾑの開発

太陽光発電の出力抑制【余剰電力の吸収】

需要の少ない時期に太陽光発電電力が余剰となる 蓄電池の設置

太陽光出力把握ｼｽﾃﾑの開発
【周波数調整力の確保】

火力等の周波数調整力が不足 世界最先端の高機能化ｼｽﾃﾑの開発

②

周波数

一斉解列しない機器の開発

単独運転防止装置の開発

【一斉脱落の防止】

瞬時電圧低下で一斉解列※1

(周波数低下などによる事故拡大の可能性)

【単独運転検出】

単独運転の継続※2(感電災害の危険性)

③

信頼度

その他

※1:電力系統の故障等による瞬時電圧低下などに対して、分散型電源の制御装置が反応し、一斉に電力系統から離脱する事象のこと

※2:電力系統の故障等により上位系統からの電力供給が停止された時に、局所的な系統負荷（需要）に対して、分散型電源が電力を
供給している状態のこと



26@Copyright The Kansai Electric Power Co.,Inc. All right reserved.

風力・太陽光発電の課題（出力安定性）風力・太陽光発電の課題（出力安定性）

太陽光・風力等の再生可能エネルギーは、発電出力が風量や天候などの気象条件に左右され安定しないた
め、必要な時に電気を使えない、電気を安定して送るのに必要な周波数や電圧を維持できない等の安定供給
上の課題がある。

電気は貯蔵できないため、一般電気事業者が瞬時瞬時の需給調整を行なっているが、予測不能で出力変動
の激しい再生可能エネルギーには、需給調整機能がなく、逆に、導入が進むほど他の需給調整電源（例えば
石油火力など）に負担をかけているのが実情。
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太陽光発電の出力変化風力発電の出力変化（月間）

【出典】総合資源エネルギー調査会 新エネルギー部会

大規模・集中的な拡大のためには、蓄電池設置などで
膨大な送配電ネットワークへの対策が必要

コストを誰がどのように負担するのかが最大のポイント
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風力・太陽光発電の周波数への影響風力・太陽光発電の周波数への影響
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太陽光導入拡大による需給運用への影響太陽光導入拡大による需給運用への影響
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光ファイバー網など光ファイバー網など

新計量システム新計量システム導入に向けた取組み導入に向けた取組み

■新計量システムとは

お客さまのご家庭に設置している電力量計に通信機能を持たせ、面的に整備された

光ファイバー網などを活用して、計量関係業務を管轄の営業所から遠隔で実施するシステム

＜エネルギーコンサルティングの充実＞

・検針票Ｗｅｂ通知サービス

＜停電復旧作業の迅速化＞

・電力量計の遠隔監視による停電範囲の

早期特定

＜現場作業の効率化・安全化＞

・計量関係業務の遠隔実施による作業の効率化

・危険箇所における作業安全の確保

＜配電設備形成の合理化＞

・低圧負荷管理の精度向上

「お客さまサービスの向上」「お客さまサービスの向上」「業務運営の改善」「業務運営の改善」

■目的
営業所

遠隔検針遠隔検針

業務運営の改善およびお客さまサービス向上の観点から新計量システムを導入業務運営の改善およびお客さまサービス向上の観点から新計量システムを導入



30@Copyright The Kansai Electric Power Co.,Inc. All right reserved.

エコキュートによるエコキュートによるCOCO22排出量の大幅削減排出量の大幅削減
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太陽光発電とオール電化（エコキュート）による太陽光発電とオール電化（エコキュート）によるCOCO22削減削減




